
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2024年12月30日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証市場別指数の推移
（期間：2024年12月30日～2026年1月23日）

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202601_outlook.pdf

TOPIX（東証株価指数） 3,629.70 ▲0.79% 6.03% 24.03% 31.91%

日経平均株価 34.76%53,846.87

企業業績については、米国関税政策の影響から製造業では小幅の減益となる一方、非
製造業は比較的堅調な状況です。
国内株式相場は、企業業績が底堅く推移する一方、日銀の利上げ姿勢や、長期金利の
上昇から上値は重く、レンジ内での推移に留まるとみています。

国内株式相場はレンジ内で推移

（期間：2024年12月30日～2026年1月23日）

情報提供資料
2026年1月26日国内株式見通し 

日経平均株価、TOPIXの推移マーケットの動き（2026年1月19日～1月23日）

投資環境見通し（2026年1月）

先週の国内株式市場は、前週末比で下落しました。
週前半はデンマーク領グリーンランドを巡る米欧対立の懸念から、米国株式市場が下
落した流れを引き継ぎ売りが優勢となりました。その後は、貿易摩擦再燃への警戒感
が後退したことや、長期金利が低下したことなどを背景に国内株式相場は上昇し、下
落幅を縮めて週を終えました。

MYAM Market Information
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